
 

メッセージ 

  

 このたび、「被爆 75 周年原水爆禁止世界大会・長崎大会」の開催に際し、長崎市

民を代表してメッセージをお送りいたします。 

 今年は被爆 75 周年の節目の年を迎える中で、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大により様々なイベントが中止、延期となっておりますが、このような状況下にあっ

ても、長崎から世界に向けて、核兵器廃絶を絶え間なく訴えるために、オンラインと

いう新しい手法を取り入れ、開催される皆様の強い思いとご努力に心から敬意を表し

ます。 

「核兵器のない世界は可能であり必要である」。2019 年 11 月に長崎を訪れたロー

マ教皇フランシスコ台下は、上空 500 メートルで原子爆弾が炸裂した場所である爆心

地で、この明快で力強いメッセージを全世界に向けて発信されました。そして、「核

兵器のない世界を実現するにはすべての人の参加が必要です」とも述べられました。 

この教皇の言葉を糧に、一日も早い核兵器廃絶の実現に向けて、私たち市民社会が

力を合わせ、粘り強く声を上げ続けなければなりません。 

長崎市は、核兵器廃絶を実現するその日まで、粘り強く訴え続けるとともに、平和

への道を邁進する所存です。皆様、志を同じくする大切な仲間としてともに歩んでま

いりましょう。 

最後に、皆様の今後ますますのご健勝とご活躍を心から祈念申し上げます。 

     

令和２年８月９日 

    長崎市長 田上 富久 
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